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特別活動 

 

よりよい人間関係を形成する児童を育成する学級活動 
― ソーシャルスキルを活用し集団としての課題解決を図る学習プログラムの開発を通して  ― 

                                      

江田島市立三高小学校 田邊 仁美 
 

 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説特別活

動編（平成30年，以下「解説」とする。）には，学

級活動（２）の内容に，「先の見通せない時代にお

いては，多様な他者と互いのよさを生かしながら，

将来を切り拓いていく力が求められている。そのた

め，自他の個性を理解して尊重し，よりよい人間関

係を形成することは，特別活動の大きな役割の一つ

である。」1)と示されている。渡辺弥生（1996）は，

「ＳＳＴ」では，人と人とのつきあい方を学び，不

足している知識を充足し，不適切な行動（非言語的

な行動も含めて）を改善し，より社会的に望ましい

行動を新たに獲得していくと述べている。 

所属校では，学校全体で継続して「ＳＳＴ」を行っ

てきた。しかし，全校児童対象の平成29年度人権教

育推進事業児童生徒アンケートでは，「自分にはよ

いところがあると思う」の肯定的回答の割合は６月

63.9％，12月62.2％と他の項目より低く，上昇も見

られなかった。自他の個性を尊重し，よりよい人間

関係を形成するには自己理解が基盤になると考える

が，その数値が低いことが分かった。日常の様子で

は，自分や友だちへの見方が固定化しており，新た

に自他のよさや可能性を発見しようとしたり，互い

のよさや違いを受け入れた上で協働しようとしたり

することはできていない。これは，自他理解し，互

いのよさや違いを受け入れることに視点を当てた取

組や，児童に課題意識をもたせた上でソーシャルス

キルを集団活動で活用させることが十分でなかった

ためと考えられる。 

佐々木正昭（2014）は，「特別活動は，集団活動

を基本とするので，活動することによって，子ども

同士の人間関係を広げ，深めることができる。」2)

と述べている。清水弘美（2018）は，「活動をした

ら，必ず振り返りをして，結果と原因を記録し，ど

うしたらよかったかまで考えさせましょう。それに

よって，次からの行動が変わってきます。」3)と述

べている。 

そこで，本研究では，課題を見付け，解決方法を

話し合い，実践する集団活動を設定する。その過程

や結果を振り返り，よい点や改善点を見付け出し，

次への課題発見につなげるようにする。また，ソー

シャルスキル習得と集団活動での活用を繰り返し体

験させる。これらの課題の発見から話合い，実践，

振り返りまでの一連の流れを学習プログラムとし，

中学年において開発・実施する。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ よりよい人間関係を形成する児童の育成 

(1) よりよい人間関係を形成するとは 

研究の要約 

本研究は，ソーシャルスキルを活用し集団としての課題解決を図る学習プログラムの開発・実施を通

して，よりよい人間関係を形成する児童を育成する学級活動について考察したものである。文献研究か

ら，特別活動では，学級活動（１）と学級活動（２），集団活動とソーシャルスキルトレーニング（以

下「ＳＳＴ」とする。）を関連させ，集団活動の量と質を高めていくことで，よりよい人間関係を形成

する児童を育成することにつながると分かった。そこで，「ＳＳＴ」の指導に生徒指導の三機能を生か

し，ソーシャルスキルを活用し集団としての課題解決を図る学習プログラムを開発・実施した。また，

学級活動（２）では，学級活動（１）での他者との関わりについて振り返りをさせ，自己の課題に気付

かせ，解決方法を考えさせた。その結果，ソーシャルスキルを活用し集団としての課題解決を図ること

ができたことから，本学習プログラムは，よりよい人間関係を形成する児童を育成することに有効であ

ることが分かった。 
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よりよい人間関係を形成する具体的な児童の姿

として，「解説」では，「学級や学校の生活におい

て互いのよさを見付け，違いを尊重し合い，仲よく

したり信頼し合ったりして生活すること。」とし，

「『互いのよさを見付け，違いを尊重し合い，仲よ

くしたり信頼し合ったりして』とは，児童一人一人

の個性を尊重し，障害の有無や国籍など様々な違い

にかかわらず他者と協働する力を育むこと」4)と示

している。押谷由夫（2000）は，子供たちの人間関

係形成には，友だち関係が大きな役割を果たすこと

を踏まえ，友だち関係は，平等な人間関係が基本で

あり，相互の関わりを通してそれぞれに個性を発揮

し，友情を深めていくものでなければならないと述

べている。そのために，ポイントになる点として，

「互いを認め合うこと（人間として存在すること・

一人一人のよさを認めること・よくない点を克服す

べき課題として認めること）」「信頼し合うこと」

「励まし合い，高め合うこと」を挙げている。つま

り，よりよい人間関係を形成するとは，互いのよさ

や違いを認め合い，協働する関係をつくることであ

ると考える。 

(2) よりよい人間関係を形成するために 

ア 特別活動において 

杉田洋（2009）は，特別活動で，よりよい人間関

係を形成する児童をどのように育成するか，次の４

点を挙げている。１点目は，集団活動の量を増やし

経験の量を増やすことである。２点目は，すべての

集団活動を望ましい集団活動として行い，課題達成

の機能と集団維持の機能の関係を常に意識して指導

することである。杉田（2013）は，課題達成の機能

は，よい成績や出来栄え，結果など成果を上げるこ

とで，集団維持の機能は，仲間意識や人間関係の深

まりである集団全体のまとまりを強めることである

と説明し，集団活動において課題達成の機能と集団

維持の機能がバランスよく機能することが大切であ

ると述べている。３点目は，自治的な活動を通して，

集団決定や協力実践の力を発揮し，集団の中でどの

ように人間関係を築いていったらよいかについて

じっくりと考えさせ，体得させることである。４点

目は，教師が，自己決定，自己存在感，共感的人間

関係など生徒指導の機能を大切にしながら適切に指

導し，子供たちが自ら生活や集団に適応できるよう

にし，よりよい人間関係を結べるようにすることで

ある。自己決定については，自主的な活動で直接取

り入れて指導するとともに，自治的な活動にも取り

入れ，効果的に指導する必要がある。また，学級活

動においては，自治的な活動と自主的な活動の二つ

を効果的に関連させることを基本にすると述べてい

る。そこで，本研究では，学級活動（１）と学級活

動（２）を関連させようと考えた。  

イ 学級活動（１）（２）について 

「解説」によると，学級活動（１）では，「学級

や学校での生活をよりよくするための課題を見いだ

し，解決するために話し合い，合意形成し，役割を

分担して協力して実践」すること，学級活動（２）

では，「学級での話合いを生かして自己の課題の解

決及び将来の生き方を描くために意思決定して実

践」することが一連の活動であると示されている。

学級活動（１）で取り上げるのは，「児童が自ら発

見した学級や学校での生活上の諸問題の中から，全

員で解決すべき課題」，学級活動（２）で取り上げ

るのは「自己の課題」であり，「自らの学習や生活

の目標を決めて，その実現に向けて取り組めるもの」

であると示している。学級活動において，問題の発

見・確認，解決方法等の話合い，解決方法の決定，

決めたことの実践，振り返りといった基本的な学習

過程の中でよりよい人間関係を形成する児童は育成

されると示されている。学級活動（１）（２）の学

習過程を「解説」を基に整理し，表１に示す。 

 

表１ 学級活動（１）（２）の学習過程 

 

ウ ソーシャルスキルの必要性 

相川充（1999）は，「ソーシャルスキルとは，『良

好な人間関係をつくり保つための知識と具体的なコ

ツ』のこと。」5)と述べている。相川（1999）は，

ソーシャルスキルの教え方について①言語的教示②

モデリング③リハーサル④フィードバックの四つの

展開を基本として習得させ，日常場面で実践される

ように促し，定着を図るとしている。相川（1999）

が述べたソーシャルスキルを教える各過程での留意

点を基に稿者が考えた本研究での工夫を次頁図１に

 学級活動（１） 学級活動（２） 

学
習
過
程 

①問題の発見・確認 

問題の発見 

学級の共同の問題の選定 

議題の決定 

活動計画の作成 

問題意識を高める 

題材の設定 

問題の確認 

共通の課題の設定 

指導計画の作成 

問題意識を高める 

②解決方法等の話合い 

提案理由の理解 

解決方法等の話合い 

課題の把握 

原因の追究 

解決方法等の話合い 

③解決方法の決定 

合意形成 個人目標の意思決定 

④決めたことの実践 

⑤振り返り 
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示す。 

 

図１ 相川が述べたソーシャルスキルを教える各過程での
留意点を基に稿者が考えた本研究での工夫 

 

小林正幸（1999）は，学級でソーシャルスキルを

教えるよさとして，多くのモデルを見ることでソー

シャルスキルを学び合うことができ，対人関係上の

問題を乗り越える方法，集団を楽しむ方法を身に付

けることができると述べている。河村茂雄（2007）

は，学級の全員が同じ「ＳＳＴ」を学ぶことにより，

他人の行動を評価する基準が共有され，対人関係の

トラブルが減ったり努力する方向が定まったりする

と述べている。杉田（2009）は，「ＳＳＴ」などの

擬似的な活動と学校における実生活を通して，人間

関係を形成させていく特別活動と積極的に関連を図

る必要があると述べている。これらのことから，学

級活動でソーシャルスキルを学ぶことは，お互いを

モデルとした学び合いが促されやすく，行動を評価

する共通の基準をもてる点で有効であると考える。 

生徒指導リーフ（平成24年）では，特別活動の取

組は，生徒指導の実践そのものとあり，特別活動の

指導において重視したい指導・支援は，生徒指導を

行う際に強調されてきた自己存在感・共感的人間関

係・自己決定の三つであると示している。また，特

別活動の特質である集団活動において，次の３点が

育まれるとある。①一人一人が分担し協力して取り

組んだり，一人一人の自発的な思いや願いを大切に

して取り組んだりすることにより「自己存在感」が

与えられる。②協力し助け合って取り組んだり，互

いのよさを認め合って取り組んだりすることにより

児童相互の「共感的人間関係」が育つ。③自己の生

活改善や進路などに関する「自己決定」の場や機会

を多く設けることにより，児童に自己実現の喜びを

味わわせることができる。このことから，生徒指導

の三機能を生かした「ＳＳＴ」に取り組みたい。 

エ 「ＳＳＴ」と学級活動（１）（２）の関連につ

いて 

本研究では，よりよい人間関係を形成するために

「ＳＳＴ」と学級活動（１）（２）を関連させた学

習プログラムを開発する。関連を図２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 「ＳＳＴ」と学級活動（１）（２）の関連 

 

まず，学級活動（１）と学級活動（２）を関連さ

せ，集団活動における課題の発見から振り返りまで

の過程を通して人間関係の築き方を体得させる。そ

して，「ＳＳＴ」と集団活動を関連させ，生徒指導

の三機能を生かした「ＳＳＴ」を取り入れ，集団維

持の機能を高めることで，集団としての課題解決が

できるようにしていきたい。 

 

２ ソーシャルスキルを活用し集団としての課題

解決を図る学習プログラムとは 

(1) 本研究における集団としての課題解決につい

て 

本研究における課題は，学級や学校での生活をよ

りよくすることである。「解説」には，表１に示し

たような学習過程の中で人間関係を形成する力が育

まれると示されている。まず，学級活動（１）で，

学級や学校での生活をよりよくするために，学級や

学校での生活を見つめさせ，集団としての課題を児

童が自ら見いだすようにする。見いだした課題の解

決に向けて，多様な意見を認め合いながら，合意形

成を図り，解決方法を考え，解決策を決定する。「解

説」では，合意形成で大切にすることとして，「一

人一人の思いや願いを意見として出し合い，互いの

意見の違いや多様な考えがあることを大切にしなが

ら，学級としての考えや取り組むことについて合意

を形成」6)すると示されている。つまり，多様な意

見を認め合いながら行う合意形成は，自他受容につ

ながると考える。そして，決定したことを他者と協

働して実践する。実践後に結果と原因，どうしたら

よかったかを振り返ることで，解決過程で生じた問

題に気付くようにし，解決方法の見直しをする。そ

の際に，学級活動（２）と関連付けて，学級や学校

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よりよい人間関係の形成 

 

集団活動 

集
団
維
持
の
機
能 

                   

課
題
達
成
の
機
能 

自治的な活動 学級活動（１） 

自主的な活動 学級活動（２） 

生徒指導の三機能 
 

 

 

量 質 

自己決定 
自己存在感 

共感的 
人間関係 

「ＳＳＴ」 

「ＳＳＴ」の展開 

「児童へ提示した言葉」 
本研究での工夫 

相川が述べた 
ソーシャルスキルを教える 
各過程での留意点 

そのスキルがなぜ必
要か，考えたことを
交流させる。 

ソーシャルスキルに対して子供たちを動機付け，ス

キルの重要性に気付かせる配慮が必要である。 

①言語的教示 

「知る・考える」 

②モデリング 

「見る・聞く」 

スキルの受け手の反応まで示し，あるスキルがもた

らした結果を子供たちに見せることによりスキルの

重要性を理解させる。 

受け取る側のモデリ
ングも行う。 

スキルを頭の中や実際の行動で何度も繰り返させ

る。 

スキルに名前を付け
させて覚えやすくす
る。 

③リハーサル 

「やってみる」 

ほめたり修正したりしてスキルを実行してみようと

いう動機を高める。 

ワークシートに書か
せる。 

④フィードバック 

「振り返る」 
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での生活をよりよくするためには自分はどうすれば

よいのか自分を見つめさせ，他者との関わりにおけ

る自己の課題にも目を向けさせる。さらに，集団の

課題と自己の課題についての解決方法を話し合い，

意思決定し，意思決定したことを集団としての課題

解決に向けて実践していく。 

(2) 本研究で取り入れる生徒指導の三機能を生か

した「ＳＳＴ」について 

学習プログラムでは，①「あたたかい言葉かけ」

②「一人一人が自分の意見を言う」③「リーダーと

メンバーの協力」の順で三つの「ＳＳＴ」を行う。

表２に「ＳＳＴ」のねらいと生徒指導の三機能の関

連を示す。 

 

表２ 「ＳＳＴ」のねらいと生徒指導の三機能の関連 

 

佐藤正二（2005）は，新しく学習したソーシャル

スキルが日常生活の対人的やりとりの中で使用さ

れ，それを使うと周囲の子供たちから，認められ，

受け入れられる環境があることでソーシャルスキル

の指導が効果を上げると述べている。相川（2009）

は，ソーシャルスキルは，習得したスキルを使うよ

うに促すことやスキルを実行した後に肯定的な自己

評価をさせることで定着していくと述べている。 

これらのことから，ソーシャルスキルを習得，定

着させるため，４点の工夫をしていく。１点目は，

「ＳＳＴ」で学んだソーシャルスキルを使う場面を

明確にし，学習プログラムに位置付ける。具体的に

は，表２に示したように，まず，学習プログラムの

冒頭に「ＳＳＴ」①「あたたかい言葉かけ」で共感

的人間関係を育み，よりよい人間関係を形成してい

くための土壌づくりを行う。次に，学級活動（１）

の前に「ＳＳＴ」②「一人一人が自分の意見を言う」

を行い，自己決定で一人一人がもった意見を大切に

して，相手に伝えるソーシャルスキルを身に付けさ

せ，自己存在感を高める。そして，話合い活動の前

に「ＳＳＴ」③「リーダーとメンバーの協力」で自

分の役割を果たすことでお互いに協力し合う体験を

させ，話合い活動の場面で使うように促す。２点目

は，なぜそのソーシャルスキルが必要なのかを考え，

交流する場を「ＳＳＴ」の流れに設定する。３点目

は，どの場面でソーシャルスキルを使うことができ

たのかについてワークシートに記入させ，自己評価

させる。４点目は，学級活動（２）の話合いでソー

シャルスキルを使ったことの価値付けを行い，集団

維持の機能を高めていく。 

(3) 学習プログラムの流れ 

学習プログラムの流れを図３に示す。 

 

図３ 前期学習プログラムの流れ 

 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 

ソーシャルスキルを活用し集団としての課題解

決を図る学習プログラムを行えば，よりよい人間関

係を形成する児童を育成することができるであろ

う。 

 

２ 検証の視点と方法 

検証の視点は次の３点である。 

〇 ソーシャルスキルを活用することができたか。 

「ＳＳＴ」のねらい(・) 生徒指導の三機能 

①「あたたかい言葉かけ」 
・自分が発する言葉が，相手にどのような影響を与えるかに気付

き，「ほめる」「励ます」「心配する」「感謝する」などのあ
たたかい言葉かけを状況に応じて使えるようにする。 

・あたたかい言葉をかけてもらったときの反応の仕方も合わせて
身に付ける。 

共感的人間関係 
互いのよさの認め合い 

②「一人一人が自分の意見を言う」 
・自分の意見の押しつけや安易な賛成ではなく，人に左右される

ことなく，一人一人が自分の意見を言えるような話合いの仕方
を身に付ける。 

・相手の意見を大切にするため，聞き方も合わせて身に付ける。 

自己決定 
自分の意見を言う 
自己存在感 
一人一人の思いや願い
を大切にする 

③「リーダーとメンバーの協力」 
・リーダーとメンバーの協力の仕方を身に付ける。リーダーはみ

んなのことを考えてみんなから意見を聞いたりまとめたりす
る役割を体験する。メンバーは，自分の意見を言ったり反対の
ときには理由と代わりの案を言ったりと協力する役割を体験
する。 

自己存在感 
一人一人が分担し協力
する 
共感的人間関係 
協力し助け合う 

 

よりよい人間関係の形成 

          

学
級
活
動(

１) 

 

          

問題の発見 
学級としての共同の問題の選定 

議題の決定 
活動計画の作成 
問題意識を高める 

集団活動の目標の確認 
決めたことの実践 

振り返り 

課題の把握（振り返りの交流） 
原因の追究 

解決方法等の話合い 
個人目標の意思決定 

オリエンテーション 

提案理由の理解 
解決方法等の話合い 

合意形成 

決めたことの実践 
振り返り 

次の課題解決へ 

「ＳＳＴ」①「あたたかい言葉かけ」 

「ＳＳＴ」②「一人一人が自分の意見を言う」 

「ＳＳＴ」③「リーダーとメンバーの協力」 

学
級
活
動(

２) 

 

…
共
感
的
人
間
関
係 

 
 

…
自
己
存
在
感 

 
 

…
自
己
決
定 

 

存 

決 

共 

共 

共 存 

決 存 

決 
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〇 集団で課題解決を図ることができたか。 

〇 よりよい人間関係を形成することができたか。 

（自己受容・他者受容・協働ができたか。） 

検証の方法は，児童の事前・事後のアンケート及

び振り返りの記述の分析を行う。 

Ⅳ 研究授業（前期）の内容について 

○ 期 間 平成30年７月２日～平成30年７月18日 

○ 対 象 所属校第３学年（11名）（※欠席１名） 

○ 研究授業の概要（表３，※太枠は「ＳＳＴ」） 

 

表３ 研究授業（前期）の概要 

次 時 主な学習活動 目指す児童の姿と評価方法 

一 

次 

 

オリエンテーション 
○ 学習プログラムのねらいを知る。 
○ ソーシャルスキルを身に付ける意義を知る。 

 
【知識・技能】 
 学習プログラムのねらいとソーシャルスキルを
身に付ける意義を理解する。〈ワークシート〉 

 

１ 

「ＳＳＴ」①「あたたかい言葉かけ」 

１ 知る・考える 「あたたかい言葉とはどのような言葉か」「どのように言うとよいか」考えさ

せる。 

２ 見る・聞く  二つの場面絵「泳いでいる場面」「転んでいる場面」を提示し，かける言葉を 

考えさせる。また，その言葉をかけられた時の反応の仕方を見せる。 

３ やってみる  ペアでお互いのよい行動等を想起させ，伝え合う。 

４ 振り返る   あたたかい言葉をかけてもらった時の気持ちをワークシートに書かせる。  

ねらい 

〇 自分が発する言葉が，相手にどのような影響を

与えるかに気付き，「ほめる」「励ます」「心配す

る」「感謝する」などのあたたかい言葉かけを状

況に応じて使えるようにする。 

〇 あたたかい言葉をかけてもらったときの反応

の仕方も合わせて身に付ける。 

二 

次 

 

朝
会 

「ＳＳＴ」②「一人一人が自分の意見を言う」 

１ 知る・考える 「みんなでよりよい意見を作っていくためには，どうしたらよいか」「考えが

まとまらない場合や浮かばない場合は，どうしたらよいか」考えさせる。  

２ 見る・聞く  話合いの手順を提示する。周りの「見る目」や「聞く耳」が大事であること

を確認する。 

３ やってみる  テーマを設定し，ミニグループでの話合い活動を行う。 

４ 振り返る   自分の意見を聞いてくれたとき，どんな気持ちだったかをワークシートに書

かせる。 

ねらい 

〇 自分の意見の押しつけや安易な賛成ではなく，

人に左右されることなく，一人一人が自分の意見

を言えるような話合いの仕方を身に付ける。 

〇 相手の意見を大切にするため，聞き方も合わせ

て身に付ける。 

帰
り
の
会
等 

学級活動（１）話合い活動の計画 
○ 学級の生活上の問題を発見する。 
○ 学級としての共同の問題の選定する。〈計画委員会〉 
○ 全員で議題の決定をする。 
○ 活動計画の作成する。〈計画委員会〉 
○ 議題「みんなが笑顔になる学級遊びをしよう」について自分の意見をワークシートに書き，
問題意識を高める。 

 
【態度】 
学級の生活をよりよくするために進んで活動計

画を立てようとしている。〈活動計画・観察〉 

朝
会 

「ＳＳＴ」③「リーダーとメンバーの協力」 

１ 知る・考える 協力したいと思うリーダーやメンバーについて考えさせる。 

２ 見る・聞く  話合いの手順を提示する。 

３ やってみる  テーマを設定し，役割を決めてミニグループでの話合い活動を行う。 

４ 振り返る   自分や他のメンバーのよかったところや次の話合いに生かしたいことをワー

クシートに書かせる。 

ねらい 

〇 リーダーとメンバーの協力の仕方を身に付け

る。リーダーはみんなのことを考えてみんなから

意見を聞いたりまとめたりする役割を体験する。

メンバーは，自分の意見を言ったり反対のときに

は理由と代わりの案を言ったりと協力する役割

を体験する。 

２ 

学級活動（１）話合い活動 
○ 提案理由や決まっていることを確認する。 
○ 楽しい学級遊びにするために柱に沿って話合いをする。 
○ 決まったことを確認する。 
○ 話合いの振り返りをする。 

 
【思考・判断・表現】 
みんなが笑顔になる学級遊びにするためにはど

うすればよいかを話し合い，互いの意見を理解した
り認めたりしながら学級として取り組むことを合
意形成して決めている。〈観察・ワークシート〉 

３ 

学級活動（１）実践・振り返り 
○ めあてを確認する。 
○ 話合いで決まった学級遊びをする。 
 
 
○ 学級遊びの振り返りをワークシートに書き，交流する。 

 
【態度】 
みんなと協力して学級遊びをしようとしている。

〈観察〉 
【思考・判断・表現】 
学級遊びで自分はみんなのことを考えて行動で

きたかを振り返り，自己の課題に気付いている。
〈ワークシート〉 

三 

次 

 

４ 

学級活動（２）話合い活動 
○ 学級遊びで自分はみんなのことを考えて行動できたかについて振り返りを交流する。 
○ なぜ，できたのかを考える。 
○ みんなのことを考えて行動するには，どうしたらよいか話し合う。 
○ 話合いの意見を基に，自分の具体的な行動の目標を決める。 

 
【思考・判断・表現】 
学級遊びを振り返り，みんなが笑顔になったのは

なぜか考え，互いの意見を基に，自分の具体的な行
動の目標を決めることができる。 
〈観察・ワークシート〉 

５ 

学級活動（２）実践・振り返り 
○ 自分の行動の目標と学級遊びのめあての確認をする。 
○ 学級遊びをする。 
○ みんなが笑顔になる学級遊びをすることができたかと自分の行動の目標の達成状況について
振り返り，次の課題解決へつなげる。 

 
【態度】 
これまでの学級遊びや話合いで決めた学級遊び

のめあてや自分の行動の目標を生かして，目標の達
成に向けて協力して学級遊びをしている。 
〈観察・ワークシート〉 

Ⅴ 研究授業（前期）の分析と考察 

 

１ ソーシャルスキルを活用することができたか 

(1) 事前・事後アンケートの結果と事後アンケート

の記述内容の分析 

ソーシャルスキルの活用の変容を把握するため

に，研究授業（前期）の事前と事後にアンケートを

実施した。事前・事後アンケートの結果を次頁図４
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に，事後アンケートの児童の記述を表４に示す。 

 

図４ ソーシャルスキルの活用についての研究授業（前期）
の事前・事後アンケートの結果 

 
表４ ソーシャルスキルの活用についての研究授業（前期）

の事後アンケートの児童の記述 

 

図４から，否定的な回答をした児童の人数が減

り，肯定的な回答の中でも「あてはまる」と回答し

た児童が増えていることが分かる。事後アンケート

において肯定的に回答した10名の児童は，表４に示

したように，事後には，「ＳＳＴ」①②③で行った

いずれかのソーシャルスキルを学校生活や日常生活

の中で，友だちや家族に使うことができている。 

(2) 児童の発言内容の分析 

学級活動（１）で，みんなが笑顔になる学級遊び

の内容を決める話合い活動での児童の発言を基に，

集団での課題解決にソーシャルスキルを活用できた

かを見取った。児童の発言を次に示す。 

 

学級活動（１）話合い活動での児童の発言の一部 

 

Ｃ４は，意見が変わったことを言い出せずにいる

Ｃ３に気付き，言うように促すことができていた。

「ＳＳＴ」①②で学んだ，周りの様子を見て働きか

けるソーシャルスキルを活用していることが分か

る。Ｃ１・Ｃ２は，みんなの意見を聞いた後，自分

の意見を再考し，考えが変わったことを進んで言う

ことができている。「ＳＳＴ」②で学んだ，安易な

賛成ではなく，よりよい意見を作っていくために，

自分の意見を言うソーシャルスキルを活用してい

る。Ｃ５・Ｃ６は，反対する時には，理由を言うこ

とができている。「ＳＳＴ」③で学んだ，協力する

ソーシャルスキルを活用している。このことから，

「ＳＳＴ」で学んだソーシャルスキルを話合いで活

用しようとしていることが分かる。しかし，合意形

成の場面では，ソーシャルスキルの活用が課題解決

につながらなかった。次にその場面を示す。 

 

課題解決につながらなかった場面 

 

司会の児童が，多数決の前に少数意見を大事にし

ようとＣ７に働きかけ，Ｃ７は，少し迷って「いい

よ」と発言した。その後，Ｃ７は「ＳＳＴ」③で学

んだソーシャルスキルを使った場面にこの時のこと

を挙げ，「ドッヂビーは嫌だったけど我慢した」と

記述した。Ｃ７は，「ＳＳＴ」③で出てきた「決まっ

たことに文句を言わない」を「我慢する」と捉えて

いたため，納得していないが賛成したことが分かる。

ここではＣ７の，自分のことより相手を大切にしな

いといけないという思いが見て取れる。しかし，互

いのよさを認め合い，協働するためには，一方の願

いや思いを大切にするだけではなく，相手のことと

同じく自分のことも大切にされなければならないと

考える。つまり，一人一人が自分が大切にされてい

ると実感できる関わりをつくることが必要である。

まずは，自分も相手も大切にされているという自己

存在感を促す「ＳＳＴ」を行う必要があった。 

 

２ 集団で課題解決を図ることができたか 

(1) 事前・事後アンケートの結果と事後アンケート

の記述内容の分析 

集団で課題解決を図ることができたかの変容を

把握するために，事前と事後のアンケート結果を比

 

 

 

 

「ＳＳＴ」 記述内容 

① 

・虫をいっしょに見つけてくれてありがとうと言った。 

・（ドッヂビーで相手が負けた時）ドンマイと言えた。 

・〇○くんに消しゴムを貸してあげた。 

 （あたたかい行動をした。） 

・〇〇くんに絵の具を（忘れていたので）はいどうぞと言った。 

・妹が泣いた時とかに使っています。 

・〇○くんに「ナイス。」と使いました。 

・（友だちが困っている時に）大丈夫って使っている。 

・友だちに席を譲ったり，泣いている子を励ましてあげたりした。 

② ・算数の時，理由を言って話した。 

③ 
・遊ぶ時，（一緒に遊ぶ人がルールを言っていたので）話を聞いた。 

※（ ）内は，稿者が補足したもの。 

◎実施する遊びの内容について意見を出し合った後，賛成・反対意見を出し
合う場面 

Ｃ１：意見を変えてもいいですか。 

司会：理由を言って変えてください。 

Ｃ１：私は，鬼ごっこからドッヂビーに変えます。理由は，ドッヂビーの方

がみんなも楽しめるからです。 

Ｃ２：ぼくは，ふやし鬼からドッヂビーに変えたいです。ドッヂビーは，ルー

ルも分かっているし，みんなも楽しめるからドッヂビーに変えます。 

司会：他にありませんか。 

Ｃ３：（意見を変えたが言い出せずにいる。） 

Ｃ４：Ｃ３くん，（フルーツバスケットから）ドッヂビーに変えたんじゃな

いん？ 

Ｃ３：（発言はできなかった。） 

Ｃ５：ぼくは，晴れた日は，外で遊んだ方がいいと思うから，フルーツバス

ケットじゃない方がいいと思います。 

Ｃ６：ぼくは，ドッヂビーじゃない方がいいと思います。理由は，前もよく

ドッヂビーはしているからドッヂビーはなくした方がいいと思いま

す。 
※（ ）内は，稿者が補足したもの。 

◎合意形成の場面 

司会：もう時間がないので決めていいですか。ドッヂビーが一番多いけど

他にあったら言ってください。 

全体：ありません。 

司会：（鬼ごっこがいいという意見の）Ｃ７くん，大丈夫？ 

Ｃ７：（時間が経って）いいよ。 

※（ ）内は，稿者が補足したもの。 

ｎ＝11 
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較し，分析した。その結果を図５に示す。 

 

図５ 集団での課題解決を図ることができたかについての
研究授業（前期）の事前・事後アンケートの結果 

 

図５のとおり，肯定的な回答と否定的な回答をし

た児童の人数は変わらないが，肯定的な回答の中で

も「あてはまる」と回答した児童が減った。否定的

な回答の中でも「あてはまらない」と回答した児童

が増えた。この結果から，集団での課題解決の意識

が高まったとは言えない。意見の違いから対立した

り，協力して問題を解決しようとしても方法が分か

らなかったりしたことが要因として考えられる。 

(2) 児童の発言内容の分析 

学級遊びにソーシャルスキルを使った話合いが

生かされたことやソーシャルスキルを使うことのよ

さに気付かせるため，学級活動（２）話合い活動で

は，「なぜ笑顔いっぱいの学級遊びとなったのか」

を考えさせ，出た意見を共通点で分類させた。児童

が考えた分類項目名と笑顔がいっぱいになった理由

を表５に示す。 

 
表５ 児童が考えた分類項目名と笑顔がいっぱいになった

理由 

 

分類の後，「みんなが意見を言い合って話し合っ

て考えた遊びだから笑顔いっぱいになった。だから，

話合いでスマイルだと思います。」等の発言から，

ソーシャルスキルを使った話合いを実践に生かすこ

とができたことに気付いていることが分かる。「ま

だ投げていない人にドッヂビーを譲ることで全員投

げることができたから，偶然じゃなくて協力でスマ

イルだと思う。」等の発言から，「ＳＳＴ」③で学

んだ協力の仕方を生かしたことが実感できたと分か

る。しかし，学級活動（１）の振り返り場面で対人

関係についての解決方法については，「乱暴にしな

い」「へんなことをしない」など「〇〇しない」と

いう発言が多く，具体的な解決方法が出にくい様子

であった。「ＳＳＴ」で行ったリハーサルと同じよ

うな場面でソーシャルスキルを活用することができ

ても，実際に問題が起きたときに対応できていない

ことが分かる。また，全体で解決方法を話し合った

後，「笑顔をもっといっぱいにするためには自分は

どうするのか」を考えさせたが，他者との関わりの

中での自分を振り返る時間を十分に取っていなかっ

たため，自己の課題について深めることができな

かった。その結果，実践では，児童がチーム分けの

際，方法に問題があることに気付きながらも発言す

るに至らず，納得しないままゲームをしてしまい，

不満が残ったものと考えられる。 

そこで，「ＳＳＴ」で想定される問題場面を扱っ

たリハーサルをし，自分の日常に即したソーシャル

スキルを身に付けられるようにする必要があると考

える。また，自己の課題を見つめさせるための指導

の改善が必要である。 

 

３ よりよい人間関係を形成することができたか 

よりよい人間関係を形成することができたか変

容を把握するために，事前と事後でアンケートを実

施した。そのうち自己受容，他者受容，協働の３因

子９項目を基に分析をした。質問項目・内容と３因

子を表６に示す。 

 

表６ 質問項目・内容と３因子 

 

すべての項目について有意な上昇は見られな

かった。事前・事後アンケートの質問項目２と質問

項目６の結果を次頁図６に示す。 

 

 

 

 

 

 

児童が考えた 

分類項目名 
理由 

話合いで 
スマイル 

・意見を出し合ってみんなで考えた遊
びだから。 

・みんながルールを決めて，分かって
いた。 

・決めたルールをちゃんと守った。 
・はぶてる人がいなかった。 
・みんな文句を言わなかった。 

協力で 
スマイル 

・みんなが投げられた。投げさせた。 
・片付けや準備を協力できた。 

偶然で 
スマイル 

・同点になったり，勝ったりした。 
・ほぼ全員キャッチできた。 
・ほぼ全員当てられた。 

因子 質問項目・内容 

自己 
受容 

１ 自分のよさを大事にしています。 

２ 人と違う自分の意見を大事にしています。 

３ 友だちは，自分のよさを大事にしてくれていると感じます。 

４ 
友だちは，自分の意見がみんなと違っても大事にしてくれていると

感じます。 

他者 
受容 

５ 友だちのよさを大事にしています。 

６ 友だちの意見が自分と違っても大事にしています。 

協働 

７ 学級のみんなと協力して問題を解決しています。 

８ 難しい事や大変な事があったとき，みんなと励まし合っています。 

９ 
自分もみんなも気持ちよく活動するにはどうしたらいいか考えて

行動しています。 

ｎ＝11 
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図６ 違いを認めることについての研究授業（前期）の事
前・事後アンケートの結果 

 

質問項目２「人と違う自分の意見を大事にしてい

ます」，質問項目６「友だちの意見が自分と違って

も大事にしています」の２項目において，肯定的回

答の「あてはまる」が減っている。このことから，

特に課題と考えられるのは，自己受容，他者受容に

係る「違いを認める」という点であると考える。 

そこで，問題が生じたときに相手も自分も大切に

した解決方法を考え，実践するための「ＳＳＴ」の

指導の工夫をする必要があると考える。 

 

Ⅵ 前期学習プログラムにおける課題 

これまで述べた前期学習プログラムにおける課

題とその要因を表７に示す。 

 

表７ 前期学習プログラムにおける課題とその要因 

 

このことを踏まえ，後期学習プログラムでは，集

団としての課題解決を図る際，ソーシャルスキルを

活用させるための「ＳＳＴ」の指導と自己の課題を

見つめさせるための手立てについて改善を行う。 

 

Ⅶ 後期学習プログラムにおける改善 

 

１ ソーシャルスキルを活用した集団としての課

題解決について 

(1) 集団としての課題解決に向けた「ＳＳＴ」での

つながりのある指導について 

ア 生徒指導の三機能との関連付け 

前期学習プログラムでは，生徒指導の三機能を生

かした「ＳＳＴ」を行ったが，共感的人間関係，自

己肯定感，自己決定の三つの機能を相互に関連させ

ることができなかった。田村良祐（2002）は，生徒

指導の根底には，一貫して児童・生徒の人格を大切

にするという，つまり，児童・生徒をかけがえのな

い人間として扱うという考え方が存在しなければな

らないと述べている。また，犬塚文雄（2006）は，

生徒指導の三機能について子供たち一人一人の自己

存在感を促し，共感的人間関係を育みながら自己決

定に委ねていく方向で機能することが期待されると

述べている。坂本昇一（2002）は，生徒指導では，

児童・生徒の自己決定が大切にされると共に，相手

を自分に内包して行動するように指導する必要性を

述べている。これらのことから，生徒指導の三機能

を相互に関連付けるには，まず，児童同士がかけが

えのない存在であることを認める自己存在感を促す

ことが大事であると考える。その上で，自他共に大

切にする共感的人間関係を育み，自他を大切にした

自己決定を行えるようにしていく必要があると考え

る。 

イ 自己存在感を促す 

安部雅昭ら（2009）は，自分を好きで自分を肯定

的に捉えることができなければ人は意欲的に経験を

積み重ねることはできず，自分や他者を大切にする

ことはできないと述べている。押谷（2000）は，互

いを認め合うためには，人間として存在すること，

つまり，みんな人間として平等であり，それぞれに

感情や様々な考えをもっていることを認めることの

大切さを述べている。このことから，自己存在感の

根底にある，ありのままの自分と相手を認めること

が必要であると分かる。そこで，後期学習プログラ

ムの冒頭に，自分や友だちには様々な感情や考え方

があることを知り，認める「ＳＳＴ」④を取り入れ

る。 

ウ 違いを認め合い生かし合う話合い 

一柳智樹（2017）は，中学年になると自分と他者

の立場や感じ方，考え方などの違いを意識し，理解

できるようになってくるが，うまく伝えることがで

きなかったり，違いを認めることができなかったり

して対立してしまうこともあるという特性を挙げて

いる。このことから，自分にも相手にも様々な感情

や考え方があることを知っただけでは，お互いのよ

さや違いを認め合い，生かすことにはつながらない

と分かる。前期学習プログラムにおいて，よさを認

め合うことは行ったが，違いを認め合い，生かし合

うという視点が不足していた。特別活動指導資料（平

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 課題 要因 

１ 

ソーシャルスキルを活

用し，認め合いながら集団

としての課題解決を図る

ことができていない。 

・集団としての課題解決に向け，生徒指導の

三機能を関連付けた「ＳＳＴ」でつながり

のある指導を行えていない。 

・ソーシャルスキルを使おうとする動機付け

ができていない。 

２ 
自己の課題を十分に見

つめさせることができて

いない。 

・自己の課題や解決方法に気付かせることが

できていない。 

質問項目２ 

質問項目６ 

ｎ＝11 
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成29年）には，話合い活動では，出し合う，くらべ

合う，まとめる（決める）という流れを踏まえて展

開し，違いを認め，多様な意見を生かしたよりよい

集団決定ができるようにするという指導過程と留意

することが示されている。話合いの段階と留意する

ことを稿者がまとめたものを表８に示す。 

 

表８ 話合いの段階と留意すること 

 

安部ら（2009）は，学級会の話合いで，一人一人

の願いや思いが提案に反映され，「みんなで話し合っ

て達成した・解決した」という満足感を味わえるよ

うにするため，話合いの場では，自分の案も伝わり，

話合いもまとまるように，以下のような提案すると

きのスキルを身に付けさせる必要があると述べてい

る。 

 

安部ら（2009）が述べた提案するときのスキル 

 

これらのことから，違いを認め合い，生かしてい

くには，話合いで自分もみんなもよい解決方法を考

える共感的人間関係を育む場をもつ必要があると考

える。そこで，「ＳＳＴ」⑤では，話合いで違う意

見がある場合，相手の意見をよく聞いて，相手の意

見を受け入れて，自分の意見と相手の意見を生かす

方法を考えさせる。その際，提案理由に合わせて，

みんなが納得できるような合意形成を目指す。 

エ 違いを認め合い生かし合う伝え方 

違いを認め合い，生かしていく方法が分かって

も，互いに伝え合うことができなければ，合意形成

し，協働して課題解決を図ることができない。自分

の意見を相手に伝わるように言う必要がある。小林

（1999）は，相手の気持ちを考えながら気持ちを伝

えることは，他者に追従するものではなく，また，

自分の要求を何が何でも通すというものでもないと

述べている。安部ら（2009）は，相手に伝えるため

には，どのように言えば伝わるのか，どのような順

番で言うとよいのかを考えて話すなど，伝え方のス

キルを獲得する必要があると述べている。これらの

ことから，自分の意見をうまく伝えるためには，ま

ずは相手の意見を受けとめ，自分の気持ちや意見を

伝える必要があると分かる。そこで，「ＳＳＴ」⑥

では，相手の意見を受けとめ，自分の意見を伝える

方法を身に付けさせる。 

以上のように，「ＳＳＴ」④で自己存在感を促し，

「ＳＳＴ」⑤で相手の気持ちや考え方を認めた上で

の自己決定につなげるため，共感的人間関係を育み，

自分の意見も大切にされているという自己存在感が

もてるようにする。そして，「ＳＳＴ」⑥で，相手

の意見も受けとめ，自分の意見を伝える表現方法を

身に付け，共感的人間関係を深めると共に自己存在

感を高めていく。そうすることで，集団としての課

題解決に向けて，生徒指導の三機能を関連付けたつ

ながりのある「ＳＳＴ」を行う。表９に「ＳＳＴ」

のねらいと生徒指導の三機能の関連を示す。 

 

表９ 「ＳＳＴ」のねらいと生徒指導の三機能の関連 

 

(2) ソーシャルスキルを使おうという動機付けに 

ついて 

前期学習プログラムで行った「ＳＳＴ」では，リ

ハーサルの場面設定が曖昧で実際の問題場面とつな

がりにくく，ソーシャルスキルを使おうという動機

付けにつながらなかった。そこで，「ＳＳＴ」のリ

ハーサルで次に示すような具体的な問題場面の設定

をして，具体的な解決方法を考えたり，相手に伝わ

話合いの段階 留意すること 

出し合う 
・提案理由や話合いのめあてに沿って，自分
の考えを自分の言葉で発表できるようにす
る。 

くらべ合う 

・二つの意見が相違していれば，提案理由に
立ち返り，「両方のよい所を合わせたもの
にできないか」「両方のよい所を取り上げ
て新しいものが生み出せないか」などの観
点から話し合うようにする。 

まとめる 
（決める） 

・話合いを収束し，「みんなが納得できる意
見を選ぶ」「条件付きで納得する」などし
ながら，集団決定をするようにする。 

１．理由をきちんと分かるように説明する。 
２．他の人の意見も，よいと思う部分は取り入れる。 
３．提案に反対のときは，文句だけを言うのではなく，代
わりの案を提示する。 

４．意見が分かれたときは，それぞれの立場の人がなるべ
く納得できるような方法を考え，提案する。 

「ＳＳＴ」のねらい(・) 生徒指導の三機能 

④「知ろういろいろな気持ち」 

・同じ体験をしていても，それをどう感じ，どう

考えるかは人それぞれであることを理解する。 

・相手の気持ちに目を向け，心配なことを解決し

ていく働きかけ方を知る。 

自己存在感 

様々な感情や考え方がある

ことを知り，ありのままの

自分や相手を認める 

⑤「考えよう自分もみんなもよい方法」 

・自分の意見も相手の意見も大切にするために，

話合いで意見が違う場合には，相手の意見をよ

く聞いて，提案理由に合わせて，意見を変えた

り，順番を考えたりする方法があることを知

る。 

・学級活動（１）の合意形成の場面で生かせるこ

とに気付く。 

共感的人間関係 

自分もみんなもよい方法を

考える 

自己存在感 

少数意見も含め，一人一人

の願いや思いを大切にする 

⑥「伝えよう相手がうれしい言い方」 

・自分と相手を尊重する表現方法のよさを知り，

相手の意見を受けとめ，自分の気持ちや意見を

伝える表現方法を身に付ける。 

自己存在感 

自分の意見を伝える 

共感的人間関係 

相手の意見を受けとめ，自

分の意見を伝える 
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る言い方を練習したりして，話合い活動や集団とし

ての課題解決に生かすようにする。 

 

◎モデリング 
提示する解決方法 
①提案理由に合わせて。 
②自分の意見をみんなの意見に。 
③心配な気持ちを工夫して解決。 
（順番に・ちょっと変身） 

 
◎リハーサル 
設定場面 

 
 
 
 
 
 
 
安易な多数決でたかさんの意見に決まりそうです。 
様々な方法で解決方法を考えましょう。 

「ＳＳＴ」の展開の一部 

 

また，前期の「ＳＳＴ」では，ワークシートに日

常生活も含めてソーシャルスキルを使うことができ

た場面を書かせるようにしたため，集団としての課

題解決に使うように焦点化しにくかった。「ＳＳＴ」

で書かせるワークシートでの振り返りで，学習プロ

グラムの中で使えそうなことに焦点を絞って書かせ

ることで，ソーシャルスキルを集団としての課題解

決に使うようにさせる。 

 

２ 自己の課題や解決方法に気付かせる手立て 

前期学習プログラムで行った学級活動（２）の話

合いでは，自己の課題に気付かせ，課題についての

解決方法を考えさせるための手立てが不十分であっ

た。そこで，まず，自己の課題に気付かせるために，

学級活動（１）の事後の活動で次に示す項目の振り

返りを実施する。 

１．助け合いができた場面。 
（ソーシャルスキルをどの場面でどのように使った
か。） 

２．助け合いができなかった場面。 
（ソーシャルスキルを使えばよかったと思う場面はど
こか。） 

事後の活動での振り返り項目 

 

次に，学級活動（２）の授業で，解決方法を考え

させる。振り返りで児童から出された助け合いがで

きなかった場面を取り上げて，課題として提示し，

どのように解決していくかを全員で話し合うように

させる。解決方法を考える際の手掛かりとして，助

け合いができた場面を想起させ，「ＳＳＴ」で学ん

だソーシャルスキルが使えていたことを確認してお

く。 

そして，自己の課題に目を向ける場を設定する。

自分が助け合いができていないことは何かを振り返

らせて，自分が実践することを意思決定し，一週間

実践する。 

 

３ 後期学習プログラム 

後期学習プログラムでは，生徒指導の三機能を関

連付けてつながりのある「ＳＳＴ」を行う。また，

具体的な問題場面を設定し，「ＳＳＴ」を行う事で

ソーシャルスキルを使おうとする動機付けを行う。

そして，学級活動（２）では，自己の課題や解決方

法に気付かせるようにする。 

 

Ⅷ 検証の視点と方法 

検証の視点と方法は，Ⅲの２と同様である。 

 

Ⅸ 研究授業（後期）の内容について 

○ 期 間 平成30年11月30日～平成30年12月20日 

○ 対 象 所属校第３学年（11名）（※欠席１名） 

〇 研究授業の概要（表10，※太枠は「ＳＳＴ」） 

表10 研究授業（後期）の概要 

次 時 主な学習活動 指導上の留意点 目指す児童の姿と評価方法 

一 

次 

１ 

オリエンテーション 
○ 学習プログラムのねらいを知る。 
○ ソーシャルスキルを身に付ける意義を知る。 

・ 前期学習プログラムを想起
させ，みんなで協力して学級
の生活をよりよくしていく
ためのプログラムであるこ
とを押さえる。 

 
【態度】 
 意見の違いを認め合い，助け合うという前
期学習プログラムの課題解決に向けた後期学
習プログラムのねらいと流れを知り，課題意
識をもつ。〈ワークシート〉 

帰
り
の
会 

「ＳＳＴ」④「知ろう いろいろな気持ち」 

１ 知る・考える さまざまな表情から，その時の気持ちを言語化する。 
２ 見る・聞く  やりたい人だけの意見で話合いが進んでいったら他

の人はどう思うか考える。 
３ やってみる  どうしたら解決できるか知り，実際に相手に働きか

ける。 
４ 振り返る   助け合いに生かせることは何かワークシートに書か

せる。 

・ 自分の身近なことに目を向

けさせ，人と違う気持ちや考

え方がたくさんあることに

気付かせる。 

 

ねらい 

○ 同じ体験をしていても，それをどう感じ，

どう考えるかは人それぞれであることを理

解する。 

○ 相手の気持ちに目を向け，心配なことを

解決していく働きかけ方を知る。 

議  題 あいさつをみんながやる気になる取組を考えよう。 

提案理由 みんながあいさつでやる気になる取組をすると生活目標のあいさ

つをしようを達成できると思ったからです。 

意  見 みいさん  あいさつ名人を表彰する。 

たかさん  朝あいさつをしなかった人は休憩時間に絶対する。 

しょうさん あいさつカードを作って○をしていく。 
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朝
会 

「ＳＳＴ」⑤「考えよう 自分もみんなもよい方法」 

１ 知る・考える 安易な多数決で決まりそうだという場面について考

え，心配なことはないか出し合う。 
２ 見る・聞く  よりよい意見をつくる方法を知り，その結果どうな

るか考える。 
３ やってみる  解決策を考える。 
４ 振り返る   自分にもみんなにもよい方法について感想をワー 

クシートに書く。 

・ 教師が提示し，その結果を

考えさせるようにする。 

 

ねらい 

○ 自分の意見も相手の意見も大切にするた

めに，話合いで意見が違う場合には，相手

の意見をよく聞いて，提案理由に合わせて，

意見を変えたり，順番を考えたりする方法

があることを知る。 

○ 学級活動（１）の合意形成の場面で生か

せることに気付く。 

二 

次 

 

朝
会 

「ＳＳＴ」⑥「伝えよう 相手がうれしい言い方」 

１ 知る・考える ３タイプ（受け身的・攻撃的・主体的）の話し方の

種類を知り，３タイプの話し方をするとそれぞれどう

なるか結果を考える。自分はどの話し方をしたいか，

なぜそう思うのか明確にする。 

２ 見る・聞く  モデルを見て，３タイプの話し方に名前を付け，特

徴をまとめる。 

３ やってみる  やりとりをする人と見る人に分かれて交代しなが

ら練習をする。 

４ 振り返る   アドバイスし合う。 

・ 言われた立場を想像させ，

自分にも相手にもいい話し

方を考えさせる。 

 

ねらい 

○ 自分と相手を尊重する表現方法のよさを

知り，相手の意見を受けとめ，自分の気持

ちや意見を伝える表現方法を身に付ける。 

帰
り
の
会
等 

学級活動（１）話合い活動の計画 

○ 学級の生活上の問題を発見する。 

○ 学級としての共同の問題の選定する。〈計画委員会〉 

○ 全員で議題の決定をする。 

○ 活動計画の作成する。〈計画委員会〉 

○ 議題「みんなが笑顔になるチャレンジの内容と工夫を考えよう。」

について自分の意見をワークシートに書き，問題意識を高める。 

・ 自分の考えをワークシート

に書かせ，話合いの柱に沿っ

て話合いができるようにす

る。 

 

【態度】 

学級の生活をよりよくするために進んで活

動計画を立てようとしている。〈活動計画・観

察〉 

２ 

学級活動（１）話合い活動 

○ 提案理由や決まっていることを確認する。 

○ みんなが助け合ってできるようになり，笑顔いっぱいにするために

柱に沿って話合いをする。 

○ 決まったことを確認する。 

○ 話合いの振り返りをする。 

・ 自分も相手も笑顔になる話

合いのコツを確認させる。 

 

【思考・判断・表現】 

みんなが笑顔になるためにはどうすればよ

いかを話し合い，互いの意見を理解したり認

めたりしながら学級として取り組むことを合

意形成して決めている。〈観察・ワークシート〉 

３ 

学級活動（１）実践・振り返り 

○ めあてを確認する。 

○ 話合いで決まったチャレンジをする。 

 

○ 感想を交流する。 

・ 「ＳＳＴ」で学んだソーシャ

ルスキルを想起させ，使うこ

とを意識させる。 

 

【態度】 

みんなと協力してチャレンジをしようとし

ている。〈観察〉 

帰
り
の
会 

○ 振り返りをワークシートに書く。 ・ 次の学級活動（２）につな

げる振り返りをさせる。 

 

 

【思考・判断・表現】 

笑顔になった理由を振り返り，自己の課題

に気付いている。〈ワークシート〉 

三 

次 

 

４ 

学級活動（２）話合い活動 

○ チャレンジについて振り返りを交流する。 

○ なぜ，みんなが笑顔になったのかを考える。 

○ 課題についてどうしたらよいか話し合う。 

○ 話合いの意見を基に，自分の具体的な行動の目標を決める。 

・ 自分自身の課題を確認でき

るようにし，何をどのように

努力したらよいかを考えて，

より具体的な自己決定ができ

るようにする。 

 

【思考・判断・表現】 

振り返り，みんなが笑顔になったのはなぜ

かを考え，互いの意見を基に，自分の具体的

な行動の目標を決めることができる。〈観察・

ワークシート〉 

５ 

学級活動（２）実践・振り返り 

○ 自分の行動の目標の確認をする。 

○ 実践をする。 

○ 自分の行動の目標の達成状況について振り返り，次の課題解決へつ

なげる。 

・ 前時のワークシートを基

に，個人の目標を思い出せる

ようにする。 

 

【態度】 

これまでの話合いで決めた自分の行動の目

標を生かして，目標の達成に向けて協力して

実践をしている。〈観察・ワークシート〉 

Ⅹ 研究授業（後期）の分析と考察 

 

１ ソーシャルスキルを活用することができたか 

(1) 事前・事後アンケートの結果と事後アンケート

の記述内容の分析 

ソーシャルスキルの活用の変容を把握するため

に，研究授業（後期）の事前と事後にアンケートを

実施した。事前・事後アンケートの結果を図７に示

す。また，ソーシャルスキルの活用について，事後

アンケートの児童の記述を次頁表11に示す。 

図７ ソーシャルスキルの活用についての研究授業（後期）
の事前・事後アンケートの結果 

 

 

 

 

 

ｎ＝11 
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表11 ソーシャルスキルの活用についての研究授業（後期）
の事後アンケートの児童の記述 

 

前頁図７から，否定的な回答をした児童はおら

ず，肯定的な回答の中でも「あてはまる」と回答し

た児童が増えていることが分かる。そして，表11か

ら集団での課題解決の場面で｢ＳＳＴ｣で学んだソー

シャルスキルを使っていることが分かる。 

(2) 児童の発言内容の分析 

学級活動（１）話合い活動でみんなが笑顔になる

ためのバッチ作りの工夫を出し合う場面での児童の

発言の一部を次に示す。 

 

学級活動（１）話合い活動での児童の発言の一部 

 

意見を出し合う場面では，全員が提案理由に合わ

せて自分の意見を言っている。「ＳＳＴ」⑤で学ん

だ自分もみんなもよい方法を考えることができてい

る。また，なかなか自分の意見が浮かばない児童は

Ｃ７のように，他の児童の意見のよいと思う所を言

うことができた。「ＳＳＴ」⑤で学んだソーシャル

スキルを使い，他の人の意見のよいと思う所を認め

ることができている。Ｃ４は，自分の意見に自信が

もてず，理由を途中までしか言えていないが，その

後の合意形成の場面では他の児童が，Ｃ４の意見の

よいところを認めて取り入れている以下のような発

言が見られた。 

学級活動（１）話合い活動での児童の発言の一部 

 

「ＳＳＴ」④で学んだ相手の様子に気付き，「Ｓ

ＳＴ」⑤で学んだ二つの意見のよい所を合わせるこ

とで違いを生かすことができている。 

また，心配なことについて話し合う場面での発言

の一部を次に示す。 

 

学級活動（１）話合い活動での児童の発言の一部 

 

場面１では，Ｃ７が一部の児童の意見だけではな

く，みんなの意見を聞こうとしており，まだ自分の

意見を言っていなかった児童も全員が自分の意見を

伝えている。「ＳＳＴ」④で学んだ相手の様子に気

付いて働きかけることができている。場面２では，

Ｃ３が苦手なことを伝えたことに対して，Ｃ２が解

決方法を考え，伝えることができている。「ＳＳＴ」

④で学んだ人それぞれ様々な感情や考え方があるこ

とを知り，苦手なことを伝えることができ，また，

それに対する解決策を伝えることができている。場

面３では，Ｃ９が自分もみんなもよいことについて

「ＳＳＴ」 記述内容 

④ 

・全員が楽しむためにけがをした○○くんができないのは嫌だ

から，○○くんは打つだけとか，みんなで遊びの工夫を考え

て使った。 

・自分がしたい遊びにならなくて，はぶてていた○○くんに，

「またできるさ。」と言った。 

⑤ 

・提案理由に合わせて，協力して一つのことをする話合いで，

走るのは協力じゃないから，反対意見を言った。 

・話合いで，みんなが迷っている時に「○○と○○を合体させ

ればいいんじゃない？」と言った。 

⑥ 

・話合いをする時に，マスコットに決まる前に，マスコット作

りの心配なことを聞いた。 

・「○○はいいと思うけど，私は○○が心配です。だから○○

です。」とニコニコワザを使った。 

◎マスコットキャラクターをバッチにするために入れたらいいと思う工夫

を考え，意見を出し合う場面 

Ｃ１：私は，笑顔になるだから，ニコニコ顔にしたらいいと思います。 

Ｃ２：二人が笑顔の顔を描いて，二人が手をつないで，こうやって（二人組

でやって見せる），ハートを作るといいと思います。 

Ｃ３：ぼくは，三高小学校の三年生だから，三っていう字とそこに学校を描

きたいです。 

Ｃ４：多分，へんなんだと思うけど，強そうでかっこいいやつです。理由は，

男の子は，…忘れました。 

Ｃ５：ぼくは，バッチで，男の子と女の子を描いたらいいと思います。理由

は，（三年生に）男の子と女の子がいるからそうしました。 

Ｃ６：ぼくは，みんなで一緒に助け合うを入れたらいいと思います。理由は，

助け合いながらしたらいいと思ったからです。 

Ｃ７：ぼくもＣ３くんと同じで，三高小学校と三年の三を入れたらいいと思

います。 

※（ ）内は，稿者が補足したもの。 

◎マスコットキャラクターをバッチにするために入れたらいいと

思う工夫を出し合い，合意形成をする場面 

Ｃ５：ぼくとＣ２さんの意見を合体させたらいいと思います。 

Ｃ２：全部つなげれると思います。男の子と女の子の二人を手をつ

なげさせて，ニコニコさせられる。それで，どっかに三高の

三を入れられるし，男の子の顔とか強そうにするとか。どっ

かみんなで助け合うとか入れたらできると思います。 

Ｃ７：全部入れなくてもいいと思います。だって，全部入れたら難

しい人もおるかもしれんし，例えば三つだけで考えとる人が

おるかもしれんけん，別に全部じゃなくてもいいと思いま

す。 

Ｃ１：私は，ニコニコさせると，Ｃ２くんが言った男の子と女の子

を入れたらいいと思います。理由は，今男の子と女の子がお

るからです。 

Ｃ５：全部です。理由は，みんなでニコニコ助け合うだからニコニ

コもいるし，強そうだったら，女の子を守ることにつながる

から，いると思います。 

※下線は，Ｃ４の意見のよいところを認めて取り入れている発言

（稿者による）。 

◎心配なことについての話合い 
場面１ 
Ｃ７：今心配な点は，全部で納得しとる人は分かるけど，あとの人

が納得しとるか分かりません。 
司会：Ｃ８くんはどうですか。 
Ｃ８：ぼくは，全部入れた方がいいと思います。 
（その後，司会の児童が促し，まだ意見を言っていなかった児童が
全員自分の意見を伝える。） 

場面２ 
Ｃ３：ぼくは，絵が苦手だし，ちょっと自信がないです。 
（中略） 
Ｃ２：絵が苦手な人は，終わった人が教えてあげたり手伝ったりし

たらいいと思います。 
場面３ 
Ｃ９：もし，人が休んだらみんなが楽しめないし，みんなが揃った

ら，みんな楽しめるから，一人でも休んだら作らない方がい
いと思います。 

※（ ）内は，稿者が補足したもの。 
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考えた発言が見られた。実践でのマスコットキャラ

クター作りでは，一人一人が考えた絵を持ちより，

顔・服・言葉などの各部分を全員で分担し，一つの

絵を完成させることができた。絵を描く時には，「顔

をもっと傾けたらいいよ。」とアドバイスしたり，

「〇〇くんが描いた顔がかわいいけん，顔を描い

て。」とよいところを認めたり互いに声を掛け合い

作業を進める姿が見られた。集団としての課題解決

に向けた「ＳＳＴ」でつながりのある指導を行う事

により，生徒指導の三機能が機能し，共感的人間関

係が育まれつつあると考える。 

 

２ 集団で課題解決を図ることができたか 

集団で課題解決を図ることができたかの変容を

把握するために，事前と事後で，児童にアンケート

を実施し，分析した。事前・事後アンケートの結果

を図８に示す。 

 

図８ 集団での課題解決を図ることができたかについての
研究授業（後期）の事前・事後アンケートの結果 

 

図８のとおり，肯定的な回答の中でも「あてはま

る」と回答した児童が増えた。否定的な回答の中で

も「あてはまらない」と回答した児童はいなかった。

事前アンケートで否定的な回答をした２名は，学習

プログラムを終えて今後生かしていきたいことの記

述に「話合いのとき，いろんな人の意見を聞いて合

体させるなど工夫をしたいです。」「友だちのよい

ところを探していきたい。」と回答している。集団

で課題解決を図る際の具体的な行動の目標をもつこ

とができている。 

 

３ よりよい人間関係を形成することができたか 

よりよい人間関係を形成することができたか変

容を把握するために，事前と事後でアンケートを実

施した。そのうち自己受容，他者受容，協働の３因

子９項目を基に分析をした。質問項目・内容と３因

子の事前・事後アンケート結果の平均値を表12に示

す。 

表12 質問項目・内容と３因子の研究授業（後期）の事前・
事後アンケート結果の平均値 

 

すべての平均値が上がった。また，ｔ検定を行っ

たところ，違いの認め合いについての質問３項目中，

質問項目２「人と違う自分の意見を大事にしていま

す」と質問項目６「友だちの意見が自分と違っても

大事にしています」の２項目において，有意差（表

13，＊ｐ＜0.01）が見られたことから，違いを認め

合うことができつつあり，生徒指導の三機能と関連

付けた「ＳＳＴ」でのつながりのある指導が有効で

あったと考える。 

「助け合いとはどのようなことか」を聞いた，事

前アンケートの児童の記述の一部を以下に示す。 

 

事前アンケートの児童の記述の一部 

 

事前アンケートでは，助け合う場面が困った時な

どに限定されている記述が多い。また，助け合うな

どの曖昧な表現が多く見られる。一方，事後アンケー

トでは，以下のような記述が見られた。 

 

事後アンケートの児童の記述の一部 

 

自分もみんなも様々な感情や考え方があること

を認めた上で，共に話し合ったり協力したりするこ

とで解決しようとしている。また，具体的な行動で

考えることができている。助け合いについて考えが

深まった要因の一つとして学級活動（２）での話合

いが考えられる。学級活動（１）の振り返りで，助

け合いができなかった場面として次のような内容を

挙げている児童がいた。 

 

 

 

 

 

 

因子 質問項目・内容 事前 事後 

自己 
受容 

１ 自分のよさを大事にしています。 3.33 3.91 

２ 人と違う自分の意見を大事にしています。 3.25 3.73＊ 

３ 友だちは，自分のよさを大事にしてくれていると感じます。 2.83 3.55＊ 

４ 
友だちは，自分の意見がみんなと違っても大事にしてくれ
ていると感じます。 

3.08 3.18 

他者 
受容 

５ 友だちのよさを大事にしています。 3.67 3.82 

６ 友だちの意見が自分と違っても大事にしています。 3.45 3.82＊ 

協働 

７ 学級のみんなと協力して問題を解決しています。 3.25 3.73 

８ 
難しい事や大変な事があったとき，みんなと励まし合って
います。 

3.25 3.82 

９ 
自分もみんなも気持ちよく活動するにはどうしたらいいか
考えて行動しています。 

3.08 3.73＊ 

・いじわるされて一人になった時，友だちと助け合う。 
・こけた時など，こわかった時に使うのが「助ける」だと思います。 
・できない時に教えてあげる。 
・みんなで協力したり，手伝いや助け合いしたりする。あと考える。 
・分からない。 

・みんなが笑顔になるために協力して発表する。 
・相手に自分の気持ちを理由を付けて伝える。 
・人の気持ちを考えて言う。 
・自分の意見にならなくても友だちとどうすればいいか話し合う。 
・人の気持ちに気付いて「どうしたの」と聞いたり，どうすればいいのか考えたりする。 
・みんなで協力したり，作ったり，話し合ったり，達成したりすること。 
・相手を思って相手が嬉しくなる言葉を言うこと。 

ｎ＝11 
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学級活動（１）振り返りでの児童の記述の一部 

 

この児童以外にも，話合いをきちんと行っても，

自分の意見にならないことが「楽しくない」と感じ

ている児童がいたのが実態である。学級活動（２）

では，次のように課題を提示した。そして，助け合

いができるようにアドバイスを考えて交流させた。 

 

学級活動（２）での課題の提示 

 

児童は，相手の様子に気付いて働きかけるソー

シャルスキルを活用し，問題の当事者だけでなくク

ラスのみんなへのアドバイスを考えたり，いくつか

の意見が出てきたときの具体的な方法を活用し，意

見を合体させるというアドバイスを考えて交流する

ことができた。このようにみんなで話し合うことに

より解決方法を考えることができた。 

 

Ⅺ 他学年での学習プログラムを開発する際の留

意点 

これまで述べたように，オリエンテーション，「Ｓ

ＳＴ」（全３回），学級活動（１）（２）で構成す

る中学年の学習プログラムは，ソーシャルスキルを

活用し集団としての課題解決を図る上で有効であっ

たと捉える。「ＳＳＴ」（全３回）は，生徒指導の

三機能と関連付けたものであり，その内容は次のと

おりである。 

 

生徒指導の三機能と関連付けた「ＳＳＴ」の内容 

 

他学年においても，本学習プログラムはソーシャ

ルスキルを活用し集団としての課題解決を図る上で

有効であると考える。低学年，高学年で実施する際

は，前に示した流れで「ＳＳＴ」を行うが，「ＳＳ

Ｔ」（２回目）を，発達段階に合わせて，内容を焦

点化することを提案する。低学年では，「解説」に

おいて，幼児期の自己中心性が減り，次第に，他人

の立場を認め，理解しようとする態度が高まること

が示されていることから，特に，友だちの気持ちを

考え，自分や友だちのよさに目を向けられるように

する。高学年では，「解説」において，学級全体と

してまとまり，学校全体にも目を向けられるように

なることが示されていることから，特に，多様な他

者の立場や考え方を理解し，多様な意見のよさを生

かせるようにする。このように低学年，高学年にお

いても，本プログラムを発達段階に合わせて改善し，

実施することで，集団での課題解決を図ることがで

きると考える。 

 

Ⅻ 研究の成果と課題 

 

１ 研究の成果 

学級活動（１）（２）を関連させ，生徒指導の三

機能と関連付けた「ＳＳＴ」でのつながりのある指

導を行うことで，ソーシャルスキルを活用し集団と

しての課題解決を図ることができ，よりよい人間関

係を形成する児童を育成することができることが分

かった。 

 

２ 今後の課題 

学級活動（２）において，一つの具体的事例につ

いて様々な立場から課題を捉えて解決方法を話し

合った後，すぐに自己の課題の解決方法を書かせた

ため，児童は，自己の課題をじっくり見つめること

ができなかった。具体的事例とこれまでの自分の姿

を重ね合わせて自己の課題を見つめさせた後，解決

方法を考えさせることが必要であった。中学年の学

習プログラムにおいて改善を行い，低・高学年の学

習プログラムの開発に生かす。 
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話合いのとき，意見を発表して，何であんなん作らんといけんのんってなって，それ
で縄跳びができなくてバッチを作ることになって（授業が終わってから）けんかになり
ました。そこを助け合いができなかったからそこを助け合いができたらよかったなと思
いました。 
※（ ）内は，稿者が補足したもの。 

みんなで話し合ってみいさんの意見に決まりました。 
すると 
たかさん  自分の意見に決まらなかったからやりたくない。 
しょうさん そうだよね。 
みいさん  （心の中）みんなで話し合って決めたのに文句を言わないでほしい。 
クラスのみんなもやる気をなくしてしまいました。 

「ＳＳＴ」（１回目）は，自分や相手には様々な感情や考え方があることを

知り，ありのままの自分や相手を認めることができるように，自己存在感を

促す。 

「ＳＳＴ」（２回目）は，相手の気持ちや考え方を認めた上での自己決定に

つなげるため，共感的人間関係を育み，自分の意見も大切にされているとい

う自己存在感がもてるようにする。 

「ＳＳＴ」（３回目）は，相手の意見も受けとめ，自分の意見を伝える表現

方法を身に付け，共感的人間関係を深めると共に自己存在感を高めていく。 


